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エポキシ樹脂注入

U-ウェッジフレームの基本構造

はじめに

　既設橋梁の耐震補強のため変位拘束構造とPC桁等を連結する場合、従来は主桁ウェブに貫
通孔をあけるアンカーバー形式を採用することが一般的です。しかし、主桁には鉄筋やPC鋼
材が配置されており、その損傷を避けるために鉄筋探査が必要となること、鉄筋やPC鋼材を
避けてアンカーバーを配置せざるを得ないことから、構造や施工性に問題があります。本工法
では、主桁側の部材がアンカーバーではなく、くさびの作用による押圧力と接着力によって主
桁に定着されています。本定着構造を設置する場合、既設桁のかぶりコンクリートのはつりの
みの工事となるため、構造に与える影響の緩和、施工性の向上及びコスト縮減が可能となります。

特　長

１．主桁ウェブのはつり部にくさび鋼板を配置したU- ウェッジフレームを主桁と接着剤で定着し、
一体化させた構造です。

２．はつり部はかぶり内 (10mm～30mm) でくさび形状に仕上げます。
３．地震発生時にはくさび作用による押圧力と接着力で、取り付け部が確実に機能できるように配置

した構造です。
４．アンカーバー形式と比較して工程数が少なく、工期を短縮できます。
５．変位拘束構造であるST式 T型ストッパーと本装置を組み合わせた構造で使用できます。
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